
平成22年度　第3回自立支援協議会　相談支援部会報告

1．第11回相談支援部会報告

　　22年度の取り組みの振り返り及び来年度の課題についての検討

（1）テーマ　学齢期の障害児をもつ家庭への支援を考える

日時 活　動　内　容 確認事項＆提案など

③ 6／3 済美教育センター見学・講演会 教育センターへの理解

④ 6／30 永福学園肢体不自由部見学 アンケートで家族の状況の共育

7月 済美養護学校教員アンケート 情報収集

⑤ 9／10 話し合い（課題検討） 地域のサービスの確認・把握

11／6 自立支援協議会 資源の現状と増加を提書

◎ 1／17 済美養護学校教員交流会 相互に連携の希望を確認

保護者会等での広報の依頼

＊課題　・サービスが必要な方への情報提供

・ 地域の継続した連携について（学校や年齢で麦援がと切れてしまう現状）

※23鐸度に向けて　こども発達センターや家庭支援センターとの交流会

（2）テーマ　GHの利用者と世話人への支援を考える

　　　　　　　　　　GH見学会（知的）

⑦話し合い（課題検討）

顔合わせ・状況把握

顔合わせ・現状確認

人権を護り、虐待を防ぐためのパートナーシ

ップは？

＊制度の弱さ、地域の見守りのシステムの弱さ

　相談事業所の活用や臼六～の支援と行政からも見守り、連携のシステムの検討を

※交流・惰報交換（勉強会の場）を区と開催

（3）高齢障害煮への支援を考える

⑩話し合い（課題検討）
＊支援事例の積み上げ、利用者にとっての適切な介護保険支援者との連携の時期

※交流会開催（視覚陣害の方の事例）、部会での事例検討の穫み上げ

（4）福祉事務所との連携・役割分担を考える

② 4／27　　福祉事務所との交流会（支援課と共催）

　　　　　※利用者支援に限らない連携

顔含わぜ・理解への方向



（5）相談支援体制の構築への課題（検討中）

・ 相談支援事業所の利用者からの選択が難しい（①～③共通）

・ 自立支援協議会と相談支援部会＆相談事業所連絡会の役割（改醤へのルート）

・ 瞳客者の権利侵害（虐待）の予防シス子ムを早急に

・ 保健センター＆ワークサポートとの連携

・ 相談支援事業所を支える仕組み（システム・研修・メンタルヘルス）　　など

2．第3回自立支援協議会へ向けて

～地域でグループホームの利用者を見守り、世話人を支える支援について～

　　　相談支援部会では、昨年度と二今年度の2回、GH等世話人会の協力を得て訪閥を実

　　施し、グループホームの利用者や世話人の支援の様子を見学した。また、世話人会へ

　　の参加では、世話人の悩みを聞くことができた。相談支援事業所での利用者（または

　　家族）や世話人からの相談も増えてきていると思える。

　　　グループホーム世話人は、長時間労働や宿泊勤務などの労働条件により、人材が集

　　まりにくいと雷われ、また、主に一人勤務のため、緊張も強く、支援のノウハウが蓄

　　積されにくいと推察される。翼格要件がないため、障雷の方のことがわからないまま、

　　仕事に就く方も多く、利用者支援で悩んでも、相談できる時間やスーパーバイズの体

　　制が弱く、世話人の専門性の向上を難しくしている。閉鎖的な環境の中で、利用者に

　　とって、適切な支援でない場合も、本人が訴える力がある場合以外は、発見されにく

　　い。また、バックアップ施設からの適切な支援を受けられないグループホームもある。

　　　相談支援事業所としては、日々の相談支援や個別支援会議を開催（参加）している

　　が、一部のGHに留まっている。世話人と支援目標が、一致しない場合、福祉事務所

　　や保健センター・病院・移動支援事業所などの関係事業所と連携をとりながら、話し

　　合いを続けている。

　　　相談支援部会は、23年度も引き続き、世話人と適切なパートナーシップを構築する

　　　ために取り組む予定である。下記に案として事業所・部会で取り組めることを挙げ、

　　　地域のシステム構築については、委員の方にご意見を伺いたい。

　　　①利用者・世話人が気軽に相談力悔きるような環境整備

　　　②適切なタイミングでの個別支援会議の開催（参加）

　　　③個別支援計画の作成・遂行の見守り

　　　④障害者グループホーム・　ケアホームのガイドライン（H21．9発行）の活用支援

　　　⑤部会　望ましい支援の方向を示し、世話人が参加しやすいための区と合同の学習

　　　　会の開催及び情報交換・交流の場の開催

　　　⑥相談支援部会（事業所連絡会）で事例とともに問題のある支援報告・検討を行い、

　　　　解決が難しい場合は、自立支援協議会で改善策を検討してもらう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（相談支援部会　唇山　陽子）


